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大学英語教育における地域発信ライティング授業に関する研究
一現状と課題一

後藤隆昭

１はじめに

大学英語教育において、大学の立地する地域社会を教材とし、地域についてメディアで発信する英

文ライティングの取り組みが行われている（｢出版英語」「地域丸ごと翻訳力」「DecodingKyoto

PrQject」「多言語で京都発信」「多言語観光ぐるつとマップ｣)。地域社会の高等教育機関として地域

との連携が強く求められているなか、こうした観点を持つ英文ライティングのプログラムは、外国人

読者に対して日本の地域社会への異文化理解を促し、一方で外国人観光客の誘致に繋がるなど、地域

社会へ大きく貢献する可能性がある。また、学生にとっても、身近な地域をテーマに外国人読者を対

象に英文を書くことで、リアルなコミュニケーションを体験し、地域社会を見直し、最近特に求めら

れている英語発信能力を養成できるため、英語教育や地域理解の観点からも興味深い取り組みである

と思われる。

ところで、こうした英文ライティングで地域を発信する取り組みは各地で実践されているが、ホー

ムページ上などで内容が公開されているだけで、研究対象としてまとめて議論される機会はほとんど

なく、そうした先行研究も見当たらない。従って、今後、地域社会や英語発信能力を考恵に入れた英

語プログラムを実践していく上で、本稿のような研究は有用であると考えられる。

この研究の目的は、こうした地域発信の英文ライティングの取り組みが、各大学において、どのよ

うな目的で、どのようなことが、どのように行われているのかを概観することにより、そうした英文

ライティング活動に関心のある教師に対し、参考としてどのように行ったらよいのかという教育的な

示唆を提供すると同時に、問題も提起し、改めて大学英語教育における地域発信英文ライティングの

位置づけを考えてみたい。

本稿の構成は次のようになっている。初めに、この研究の背景となっている文部科学省の指針や日

本の観光政策、訪日外国人観光客のニーズ、発信型英語教育の必要性について述べる。次に、「出版

英語」「地域丸ごと翻訳力」「DecodingKyotoPrQject」「多言語で京都発信」「多言語観光ぐるつとマッ

プ」という英文による地域発信の観点のある5つの取り組みを取り上げ、現状を概観し、課題を含め

考察を行う。最後にまとめとして、大学英語教育における地域発信英文ライティングの意義について

述べる。

２背景

2.1文部科学省の指針

従来より、学校教育において地域社会との連携が求められ続けており、大学においても生涯学習と
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して公開諦座を設けたり、地域課題を研究テーマとする取り組みも進んでいる。

英語教育に関しては、近年、文部科学省が平成１４年に「｢英語が使える日本人」の育成のための戦

略構想｣、平成１５年に「『英語が使える日本人」の育成のための行動計画」を相次いで発表したことが

注目される。ここでは、日本人の多くにとって英語力が十分でないため、外国人との交流において制

限を受け、適切な評価が得られないといった事態が生じること、自らの意見を表現する能力も十分で

はないことが指摘され、日本人に対する英語教育を抜本的に改善するため、実践的な英語使用能力の

養成を国策として定めている。

「｢英語が使える日本人』の育成のための行動計画」では、「英語学習のモティベーションの向上」

という項目の中で、「英語を用いて世界へ情報発信するなど、国際交流を一層活発にする」ことが目

標の一つとされている。学習者は日常生活の中で英語に接する機会が少ないことから、学習意欲を高

めたり、英語使用の機会を多く提供し、英語が使えたという喜びや成就感を与える取り組みが重要で

あるとしている。英語を使う機会を充実させる一例として「英語版学校紹介ホームページ作成の促

進」が挙げられており、英語を用いて発信する力や英語学習への意欲を高め、ＩＴを活用した国際交

流を促進する観点から、各学校が英語で学校や地域を紹介する取り組みを促すと述べている。

文部科学省は、その他にも、平成１６年より「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（略称：現代

GP)」を始めている。これは大学等が実施する教育改革の取り組みの中から、優れた取り組みを選び、

支援するとともに、その取り組みについて広く社会に情報提供を行うことで、他の大学等が選ばれた

取り組みを参考にしながら、教育改革に取り組むことを促し、大学教育改革をすすめるとし、この

｢優れた取り組み」を「GoodPractice｣、略して「GP」と呼んでいる。「仕事で英語が使える日本人の

育成」「人材交流による産学連挑教育」「ＩＴを活用した実践的遠隔教育」などの幾つかのテーマが設

定されており、その一つとして「地域活性化への貢献（地元密着型)」がある。英語教育と地域社会

を連挑させる取り組みが幾つか見られるなか、仕事での英語使用や在日外国人支援に加えて、以下の

ような地域発信の観点を持ったプログラムも選ばれている（表ｌ）。

表１現代ＧＰにおける地域発信英語プログラム
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2.2日本の観光政策

１１本政府は、近ｲド、観光政策に大きな力を派いでいる。２()06年には、1963年に制定された「観光基

本法」を全面的に改,［し、「観光立膳|推進基本法」を成立させた。「観光立l･Iil推進雑木計l11Ii」を策定し、

訪'１外Ilil人数を平成22年までに1,000万人にすることなどをⅡ標に掲げている。

加えて、2003年より「ビジット・ジャパン・キャンペーン（VJO)」を展開し、2010年までに訪、

外Ilil人旅行肴数を1,000万人にする'二I標を打ち出し、国内外で観光誘致活動を行ってきた。

この背餓には、１１本の国内外の観光に関する特殊な事情が関係している。海外へ旅行に行く’１本人

の数と比べて'1本を訪れる外111人の数が少なく、こうしたｲく均衡の存在が間巡視されている。例えば

2007ｲドの11本人海外旅行者数は1,753万人であるのに対し、肋'1外国人旅行蒋数は835万人であり、大

きな開きが見られるとしている。

従って、こうした不均衡を雌正し、外国から多くの観光杵が1-1本を訪れることで、観光地や観光産

業のﾙﾐ典だけでなく、多くの人に'１本を知ってもらうことで:IY1:の根の交際交流を進めようと、Ｗ民が

一丸となって「観光立国」を推進すると宣.iifしている。

2.3外国人旅行者のニーズ

近年、科学技術や食文化だけでなく、アニメや没画などを11i心にＩ､1本文化のコンテンツに'1t界の関

心が集まっており、同策として11本文化をilt界へ向けて発僧することが急務となっている。妓近では

｢クールジャパン」と呼ばれる!;.染がよく使われ、メディアで特集が組まれたりなどしている。

一ﾉﾉ、訪11外11〔1人の間で、地方の孫らしや文化、生活に側する興味も刑まってきている。海外、特

に先進湖KIから’1本を訪れる旅行者の間で、地方の幕らしや文化との触れ合いが楽しみの一つとなっ
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ており、受け入れ側にとっても、子どもたちがかかわれば貴重な異文化体験になり、地域の活性化に

つながると期待されている（熊本日日新聞、2009)。

記耶によれば、日本政府観光局が2006年から2007年に行った調査において、オーストラリアや英国

人旅行者が訪日する動機で最も多いのは「日本人とその生活」に触れることであり、米国やドイツ、

フランスでも「日本人とその生活」は「伝統文化、歴史的施設」に次いで多くなっている。

例えば、京都から中部地方を横断し、東京まで約20日間で回るツアーでは、参加者は畳欺きの旅館

に宿泊し、地域の寺で座禅を体験し、古くから伝わる太鼓の演奏にも挑戦できるというもので、有名

観光地だけでは満足しない外国人客向けの企画となっている。またガイドブックであるミシュランの

日本観光版では三重県・伊勢志摩の海女の生い立ちなど、執筆者が旅先で出会った人を紹介する記事

も掲戦している。

記事では、有名観光地の情報はインターネットで手に入る時代なので、私しか知らない日本を探し

に来る外国人は今後増えるとし、単に有名観光地だけで満足しない外国人旅行者の姿が明らかにされ、

地方の暮らしや文化、生活を体験することに関心が移ってきていることを伝えている。

2.4「発信型」英語教育の必要性

従来の英語教育において、自分の国の文化を学び、それを外国へ発信する視点が欠けていることが

指摘されている（鈴木、2000)。

鈴木（2000）によれば、日本はこれまで外から知識を得るばかりで、日本のことを外へ伝えようと

いう意識に欠けており、これからの英語教育は、日本という国、日本人の考え方、実態を世界に向

かって、一番理解する人の多い「英語」というチャンネルに乗せて発信できるようにすることを提唱

している。そうした訓練が、日本の中学から大学までの英語教育で抜け落ちており、自分たちのこと、

日本についての教材を中学、高校、大学で学ぶ必要性を説いている。大学英語教育における中心は、

日本人からの日本文化の発信に目標を置くことを強調する。

樋口・並松（2003）は、授業のなかで「英語」でも日本文化を新たな視点で考える場面が求められ

るとし、「自分の身の回りのこと」について英語で表現することが、生徒の興味・関心の喚起という

意味からも従前以上に強調されてよいとし、「知識注入型」の授業から「独得・発信型」の授業に転

換していく必要があると述べている。

発信型の英語教育が進まない理由としては、中．高の教科書の内容についての言及がある。韓国と

日本を比較し、郷国の高校の英語教科書では、自国についての内容を英語で読ませようという意図が

見られ（樋口・並松、2003)、発信型外国語教育という韓国の英語教育政策が進んでおり（緑川、

2000)、一方、日本では教科書のなかに日本文化が十分取り上げられていないと指摘されている（樋

口・並松、2003)。

こうした日本文化発信の視点は、あまりに強調され過ぎると、自文化中心主義的な考え方にもなり

うるが、日本文化の根拠のない独自性や優越性を強調するのではなく、自国の文化を客観視する機会

を与えることは亜要なことでもある（樋口・並松、2003)。

ところで日本文化の発信が主張される際、見過ごされやすいのが「地域文化の多様性」である。松

岡（2007）は、日本のイメージというと、東京は別として、すぐに京都や鎌倉といった古都が思い浮

かび、事実、これこそ「日本」と紹介されることが多いものの、日本には様々な地方文化も存在して
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おり、ある種のステレオタイプがあることを指摘し、英語で地域文化を発信する意義を説いている。

また英語で発信するためには、事前に、日本のことを深く知る必要があり、そのためには日本語、

日本史、日本文化を勉強し、正しく理解することが前提とされている（斎藤、2007)。

３実践例

ここでは、大学英語教育において、地域を教材として地域をメディアで発信する英文ライティング

授業の実践事例が幾つか見られることから、そうした一連の取り組みをインターネット利用により調

査し、各内容を概観し、どのようなことが、どのような目的で、どのように行われているのかを見る

ことで、大学英語教育における地域発信英文ライティングの在り様や方向性について明らかにする。

事例研究として、「出版英語」「地域丸ごと翻訳力」「Decoding幻otoPrQject」「多言語による京都

発信」「多言語観光ぐるつとマップ」の５つの事例を取り上げる。

なお、以下では「『小江戸川越」国際都市化プロジェクトー地域翻訳力をもつ学生・市民の育成

一」（東京国際大学）は「地域丸ごと翻訳力｣、「官学連携による観光振興一他言語で京都を発信する

－」（京都外国語大学）は「多言語で京都発信」と略称を用いる。

3.1出版英語

山本（2006）は、自律的学習とプロダクトを重視する「出版英語（EnglishfbrPublishing)」の授業

(半期、９０分×15週）を理工学系の学生（定員60名）を対象に実践している。授業目的は、

Powerpointを中心としたコンピュータ・テクノロジーを有効活用し、出版というプロダクトを想定

しながら、知的能力を育成することと効果的な言語習得である。

言語学習では、読む・書く・聞く・話すという技能を使い、自己の社会・文化・思考を的確に表現

する実践的自己表現力が必要であり、例えば、社会生活に見られる広告・標示・パンフレット・会

報・ニュースレター・新聞などのメディアは、企画力・構成力を駆使して、言語・文体・様式・デザ

インで相手に自らのメッセージや意図を的確に伝達するパブリッシングの産物であり、それは異文化

社会にとって自文化や思考を的確に伝達する実践的英語表現能力であるとする。

山本（2006）によれば、パブリッシングとは、体験、知識、思想などを社会に公表して評価を受け

る活動であり、学習者が外国語を使い、自己体験、知識、考え方を公の場で発表する機会が与えられ

れば、その柵想・作成・発表に至る活動プロセスは、①自らの実体験や知識などを積極的に伝えたい

強い動機と意欲を高め、②社会（他者）を常に意識した実践的・相互作用を意識したコミュニケー

ションを計り、③母語と同レベルの内容を伝達するため、推敵とリフレクションを含む高次のメタ認

知とメタ言語能力を実践し、④お互いの評価を意識した競争心と達成感を高め合う協調的な社会活動

になると想定する。

授業では、マイクロソフト社のPowerpoint，Ｗｏｒｄなどを使い、様々な英語表現作品を作成するこ

とによって、コンピュータ・リテラシーとともに、欧米の英文様式と英語圏の論理・文化、および、

日本の伝統・習慣の表現方法を学ぶ。

課題のテーマには、学生の身近な体験、社会生活や出来事、国や地域の文化など、自らの言葉で楽

しくまとめることができる統一テーマが選ばれ（例：「我が町へようこそ」「我が郷土自慢」「フード

レビュー｣)、インターネットを活用して情報収集を行い、ＷｏｒｄやPowerpoint，辞書エンジン、辞書
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データベース（E-DIC）などのコンピュータ・テクノロジーを活用し、教師との個人面談や添削指導

を経て、各自で英語表現作品を創る。

授業後のアンケート調査から、Powerpointなどのコンピュータ・テクノロジーの使用、作品づく

りに伴う協調学習、英語と画像の組み合わせ、体験に基づく英文作成などの一連の取り組みが、学生

の達成度や満足度を高めていると報告している。

3.2地域丸ごと翻訳力

東京国際大学の言語コミュニケーション学部において、地域コンテンツを英語で発信する「｢小江

戸川越」国際都市化支援プロジェクト」が実施されている（図２)。

蒐京剛際大学

（川越市）

･EnglishLounge

･公開網座

･英砺ボランティア

養成獅座

･在住外国鯖市民

の祭り開催

ウィラメット大学

(セーラム市畷オレゴン州）

川越市お よび

市民･地域組織

．｢小江戸川越探検隊ｊ

･川越･セーラム地域ブランド取材

･英語版｢川越紹介ホームベージの作成」

･英語版｢川越情報謎｣発行

･ＯＰＥＮＬｅｃｔｕｒｅ

･英寵公開購座

図２｢地域丸ごと翻訳力」の見取り図

(｢現代ＧＰ「小江戸川越」国際都市化支援プロジェクトープロジェクトの概要」，2006）

大学の立地する川越市は、小江戸として古くから東京との結びつきが強く、歴史的、文化的資産を

豊かに持っており、プロジェクトワーク型の実践学習を通し、学生と市民が共に学びながら、これか

らの文化資産を捉え直し、世界に向かって発信する力＝「地域丸ごと翻訳力」を伸ばすことを目的と

する。また、そのような世界に通用する英語コミュニケーション能力を実践的な教育の中で身につけ

させる取り組みでもある。

川越という地域性を十分に活かし、川越の市民・行政との協力のもと、大学の教育資源を活用しな

がら、「地域における翻訳能力」の育成を図り、その実践を通して、学生と市民の英語で世界に向け

て発信する力を伸ばすと同時に、学生の社会に関する理解・専門的な分析力なども向上させる狙いが

ある。

教育活動としては、以下のプロジェクト型体験学習が設定されている。

①「小江戸川越探検隊」で川越の古い顔．新しい顔．面白い顔を発見し、英語で報告する。
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②川越・セーラム（米国オレゴン州）地域ブランドを取材し、英語と日本語で紹介する。

③英語版「川越・セーラム地域ブランド紹介ホームページ」を作成する。

④川越と姉妹都市セーラムを紹介する「英語情報誌HatsukariGazette（仮称)」を発行する。

また教育の仕組みである「地域丸ごと翻訳力」を育成するために、「英語コミュニケーション能力

の育成｣、「地域コンテンツの発掘｣、「地域コンテンツの分析｣、「地域コンテンツの発信」を４つの歯

車に見立て、相互に関連し合い、原動力となっているのが「英語コミュニケーション能力」の育成で

あると位世づける。

このプロジェクトの特徴は、地域の生涯学習、地域での学び、地域と大学の連携など、いずれも

｢地域性」が強調されており、以下の3点にまとめられている。

･大学の知財を地域社会に公開し、生涯学習ニーズの中に潜在的にある「より専門的な活動へ

の欲求」を掘り起こし、新たな知財として地域に循環させていく。大学の社会的貢献や開か

れた大学としての役割が重要になりつつあり、このプロジェクトではそれを新たな形で展開

する。

･プロジェクト型体験学習である一連のEnglishPrQjectWOrkshopを通して、学生は社会との

関わりを持ちながら実践活動を行い、主体的な学びを展開する。地域を発見し、分析し、紹

介するという一連の活動の中で、社会に通用する実践的な英語力を身につけていく。

･大学と地域との連携のあり方を「双方向性の知財循環・相互協力による新たな知的価値の創

造」という新たな概念で捉え直し、相互連携型教育活動として再柵築する。こうした循環型

の連携の中でこそ、持続的な地域活性化が可能となるとともに、大学における教育・学修の

質的向上も計ることができる。

その他にも、外国人教貝と自由な会話を楽しむ「EnglishLounge」の公開、ウイラメット大学

(セーラム市にある姉妹校）の教授陣を中心としたアメリカンスタイルの授業「OpenLecture」の公

開、「アメリカの英語で学ぶ英会話」（全５回の公開講座)、英語ボランティア養成講座、在住外国籍

市民の祭り開催など、地域社会や姉妹都市、姉妹校と連携した多様な周辺的活動も展開している。

3.3DecodingKyotoProject

立命館大学の政策科学部は、2007年度より、２回生を対象に、専門教育と連携した新しい英語教育

の一環として、地域貢献型の英語教育プログラム「DecodingKyotoPrQject」を立ち上げている。京

都を訪れたり京都で暮らす外国人が、日本語を理解しないために不便さを感じているため、日本語を

解読し英語に翻訳することで、言語の壁を取り除こうという取り組みである。以下の４つの目的があ

る。

①国際都市・文化都市である京都における言語の壁を取り払い、言語のバリアフリー化を実現

する。

②京都で暮らしたり、京都を訪れる外国人が不便に感じていることを調査し、その成果を社会
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に還元するプロダクトを作成する。

③調査並びに記事執筆過程において、自然で実際的な英語表現を学び、実践する。

④グループワーク、フィールドワーク、自主的活動の３原則に基づき、学生自らが企画から実

行までを行う。

以上より、このプロジェクトを、外国語教育、専門教育、情報教育、キャリア教育の統合型プロ

ジェクトと位置づけ、具体的に以下のことが行われる。

･政策科学部２回生13名が、外国人インタビュー班、共栄会班、英語・歴史班、情報媒体班の

４つに分かれ、木屋町共栄会（木屋町の整備と活性化を目的として立ち上げられた組織）作

成のマップをもとに、木屋町のガイドブックを作成する。

･外国人が知りたい情報について学内および街頭でのインタビューを行う。

･英語ガイドブックや木屋町ゆかりの歴史について文献調査を行い、わかりやすい表記法を検

討する。

･木屋町共栄会加盟店舗でフィールドワーク（店主へのインタビューと写真撮影）を行い、そ

の成果を基に、わかりやすい英語で記事を執筆。外国人のフィードバックを経て完成させる。

最終的には編集作業を経て「KIYAMACHIWALKER」（2008）を冊子とウェプで公開し、「第２２回高

瀬川桜祭り」で冊子を配布するとともに、外国人に冊子についてコメントをもらい、ウェブを更に充

実させる。翌年の2009年には、京都に多く点在し、一つの文化を形成している「銭湯」を取り上げ、

｢TheSento:JapanesePublicBathhousesinKyoto」（2009）を完成させている。

3.4多言語による京都発信

京都外国語大学では外国語大学という特性や京都という地域性を活かし、全学を対象とした地域貢

献プログラムを展開している。

京都は国宝．重要文化財の多くをかかえ、歴史的にも海外の文物を秋極的に取り入れ、これを錬磨

し熟成することにより、独自の優れた文化を創出し、現在も日本文化の中核であり続けていることか

ら、このプログラムは「文化の翻訳．翻案」を新たなコンセプトに据えている。多言語で京都を表象

(新たな京都の象徴）し、多様化した社会に供することによって地域への貢献を図ろうとする。

具体的には、京都の文化と伝統を比較文化の視点から研究し、開設している学科の７言語でその研

究成果をまとめ蓄積し、多言語データベースを構築して情報発信し、その他にも、観光案内機能の充

実、海外からの観光客誘致、国際交流推進事業等の分野でも協力することで、京都の活性・発展に寄

与するものであると述べている。

活動内容は京都市とも連携し、以下のように、大学が主体的に展開する「発信型」と、京都市側か

らの依頼に基づく「受託型」に分けられている。

唖
･京都に関する多言語データベースの構築、公開
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･多文化交流のための教育推進

･国際姉妹都市との交流事業

|蔓詫罰
・社寺等の説明立札（駒礼）の翻訳

・海外プレス等の取材への語学ボランティアの派過

・海外からの日本語研修の受け入れ
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本稿の地域発信英文ライティングに該当するものは、「発信型」の多言語データベースの構築、「受

託型」の寺社等の説明立札の翻訳である。

多言語データベースの構築では、学生による文化の翻訳や京都の伝統文化研究のため、学外講師を

招いてリレー形式の授業を行い、祭、行事、伝統工芸、伝統芸能、文化財等の専門知識を学ぶことが

できるようにしている。また多言語で翻案できるように、各言語の外国人教員がチューターとして個

別指導できる体制を整えている。十分な成果が達成できた段階で、学外に発信するため、Ｗｅｂ上で

｢LearningaboutKyoto京都プロジェクト」として研究成果を順次公開している。

寺社等の立札については、京都市が約470箇所の社寺等における説明立札の説明文に、英語・中国

語・ハングルでの併記を計画・整備しており、日本人学生だけでなく、留学生も翻訳に加わり言葉の

由来や日本文化の理解を深めることも目的とされ、最終的に各言語の教員のネイティブ・チェックを

経て京都市に提供されている。

本件の成果として、「京都研究プロジェクト」ではネイティブ教員をチューターとして配し、学生

が京都案内を、翻訳文としてではなく、異文化圏の外国人が理解できる説明方法で、外国語としても

違和感のない言葉で書くように指導し、結果として受講学生の専攻語発信能力はハイレヴェルに達し

たと評価されている。また学生にとっても、学生時代を京都の地で暮らし、自分の研究成果と学習効

果を直接地域貢献に反映させることができるため、意欲と参画する喜びを実感させ、自己のアイデン

ティティの形成に役立ったとの報告がある。

3.5多言語観光ぐるつとマップ

立命館大学産業社会学部では、多文化共生論をテーマに研究活動やフィールドワークが行われてい

る演習があり、大学と地域の連携による新しい外国人観光のあり方を目指して御室エリア「多言語ぐ

るつとマップ」を発行している。ゼミに所属する「外国人観光プロジェクト」チームの学生6名に

よって企画・実施され、京都への外国人観光客が今後も増加していくと想定されるなか、そのニーズ

に応える情報提供が十分なものと言えない状況であることを問題意識として持ち、活動を始めたとし

ている。

京都の伝統や食文化、風習など、様々な京都の魅力を感じてもらいたいという思いから、京都で学

び生活する大学生が、エリア別の詳細な観光情報を掲載したマップを日本語、英語、中国語（台湾漢

字表記と中国漢字表記）の４言語で提供している。2009年には地域の協力を得て「龍安寺ぐるつと

マップ」を刊行している。

留学生と日本人学生が共に学ぶ大学という場を活かし、多言語観光情報を発信する取り組みは、日
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本において髄の高い多文化共生社会を椛築することを目的としている。また海外からの来訪者だけで

なく、一般の観光客に対しても京都で藤らす魅力的な人々のコミュニケーションの契機になると期待

されており、大学と地域の協力によって地域振興を実現していくことが考えられている◎

御室エリア「多言語ぐるつとマップ」では「人との出会い」がコンセプトになっている。一般の観

光案内では知ることのできない情報や地名の由来など紹介するため、プロジェクトチームでは神社や

地域の店でインタビューを行い、秘められた伝統や京都に対する各々の思いを伝える工夫が為されて

いる。発行までに、学生自身で外国人観光客に対してのアンケート調査や、留学生京都観光案内ツ

アーを企画実施するなどし、多様化する観光客のニーズに応えられるようなマップ作りを考慮してい

る。

４考察

これまで見てきたように、大学教育において地域を題材とした英文ライティングの取り組みが行わ

れており、特徴として次のことが指摘できる。

第１に学際的である。「多言語で京都発信」では全学の外国語学部、「地域丸ごと翻訳力」では言語

コミュニケーション学部など、外国語・言語学系の学部が対象になる一方、「出版英語」では理工学

系、「DecodingKyotoPrQject」では政策科学部、「多言語観光ぐるつとマップ」では産業社会学部が

対象になっている。広域的で幅のある取り組みであり、地域発信をテーマとして大学や学部の特性を

活かしアプローチすることが可能で、英語だけでなく多言語でも応用可能である。

第２に多目的である。英語能力や英語表現能力の育成に主眼が置かれているが、「自律的な学習」

｢テクノロジーの有効活川」「知的能力の育成」「日英文化の理解」（出版英語)、「地域翻訳力の育成」

｢社会に対する理解・専門的な分析力」（地域丸ごと翻訳力)、「言語のバリアフリー化」「外国人への

サポート」「自主性」（DecodingKyotoPrQject)、「観光振興」「地域貢献」（多言語で京都発信)、「多

文化共生社会の実現」「地域振興」（多言語観光ぐるつとマップ）など、単に英語力の養成にとどまら

ず、目的が多岐にわたっている。DecodingKyotoPrQjectでは「外国語能力、専門能力、情報教育、

キャリア教育の統合プロジェクト」と位置づけられ、多様な付加価値が期待できる取り組みとなって

いる。

第３にものづくり的である。最終プロダクトとして、英語表現作品（出版英語)、紹介ホームペー

ジの作成と情報誌発行（地域丸ごと翻訳力)、ガイドブックの制作（DecodingKyotoPrQject)、多言

語データベースの構築（多言語で京都発信)、観光情報マップの作成（多言語観光ぐるつとマップ）

が行われている。単に授業の中で制作するだけでなく、公開して地域社会に役立てようとしている。

第４に学生の主体性と協同学習が期待されている。従来の英語授業というより、学生が主体的に参

加するプロジェクトであり、「作品づくりを通しての協調学習」（山本、2006）が期待されており、

｢学び手」が自分にとって意味のある何らかの人工物を作成する活動を通し、学習者主体の学習活動

を行い、知識を形成していくという構成主義的な立場（町田、2001）がある。

第５に外国人読者が意識されている。川越、京都など人気の観光地を背景にし、外国人を読者とし

て設定し、リアルなコミュニケーションが目指されている。英語も、「わかりやすい英語で記事を執

筆」（DecodingKyotoPrqiect)、「翻訳としてではなく、異文化圏の外国人が理解できる説明方法で、

外国語としても違和感のない言葉で書くように指導」（多言語で京都発信）など、難しい英語ではな
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く、読者を意識し、相手に分かりやすい英語を使用することを目標としている。リアルな読者を設定

することは、オーデイエンス・アウェアネス（audienceawareness）を高め、動機付けにも繋がるこ

とが指摘されている。（Skulstad,1999;Paltridge,2001）

以上のような特徴を示す地域発信英文ライティングの取り組みであるが、全体的な視点から見ると

下記のような課題があると考えられる。

第１に、モデルの不在ということである。前述の実践例において学習者のモデルとなる英文につい

ての記戦が見当たらない。学習者が何かを書いたりする際には、モデルがあれば参考になり有用であ

る。Vygotsky（1962）においても、子どもが自分でできるようになるために、教師の指導や仲間同士

との協同と共に、模倣することが再評価されている。従って、学習者が取り組みやすいように見本と

なるモデルを提示することが必要と考えられる。

第２に、普く対象のジャンル及び種類が明瞭ではない。事例では、情報誌、ガイドブック、多言語

データベース、観光情報マップなどが制作されているが、書くジャンルについてはあまり明確に規定

されていない。普くジャンルが決まれば、収集したジャンルテクストの分析やジャンル調査により、

そのジャンルで特徴的に使われる表現や慣習性を明らかにすることができるため、授業で学習者にそ

れらの有用な情報を提供することができる。

また、こうしたジャンルに基づく教授法はジャンル・アプローチと呼ばれ、英文ライティングの指

導でこのようなジャンル・アプローチを取り入れることも考えてよいと思われる。事例では指導方法

として、辞書エンジンや対訳データーベースの利用、個別指導やネイティブ・チェックなどが行われ

ているが、これに加え、モデルとなる英文の提示やジャンルの設定などあれば、学習者のライティン

グの際の手助けになる可能性がある。

第３に、観光優先的なことである。先に述べたように、外国人旅行者の訪日の動機で一番多いのは

｢日本人とその生活」に触れることであり、地方の暮らしや文化、生活に対する関心が高まっている。

従って、観光目的や観光地だけでなく、外国人読者に対して地域に関心を持ってもらうという立場か

ら、身近な日常や生活体験などを醤く対象として含める視点もあってよいと思われる。ライティング

授業の原則としても、具体的で、学習者の体験や日常生活に関するトピックや状況から始めることが

提案されており（Hyland,2004,PlO9)、学習者の取り組みやすさにも繋がるものである。

最後に、大学英語教育のなかに地域発信英文ライティング授業を位置づけてみたい。前述した「英

語が使える日本人」に見られるように、「使える英語」が求められる傾向があり、大学英語教育にお

いても「将来の仕事で使える」ということが強調されている。しかしながら、より全体的な視点から、

地域に立地する高等教育機関として、社会のために英語を使う、地域社会のために英語を使うという

観点もあってよいと思われる。また、大学英語教育学会による英語教員に対する実態調査（2003）に

よれば、外国語教育の目的は、「外国語を使って諸外国の文化・事情を理解する」ことが一番多い選

択肢であり（51.7％)、「外国語を使って日本のことを外国に伝えることができる」は全体の５番目

(13.1％）に位置し、「英語で発信すること」にほとんど力が注がれていない。鈴木（2000）も指摘す

るように、発信型の英語教育への意識が非常に低いと言える。従って、地域をテーマに英文で地域を

発信する取り組みは、学習者の身近なことを扱うため取り組みやすく、学習者の英語発信能力を養成

し、地域社会へ貢献する観点もあることから、大学英語教育のなかでもっと積極的に取り入れられて

よいと考えられる。



196 後 藤 隆昭

５おわりに

本稿は大学英語教育において、地域を教材とし、英語で地域を発信する英文ライティングの実践事

例を調査・概観し、その背景にある考えを明らかにしながら、地域発信英文ライティングの在り様や

課題を明らかにしてきた。こうした取り組みの特徴としては、学際的で、多様な目的が見られ、もの

づくり的要素があり、学生の主体性や協同学習が期待され、外国人というリアルな読者を設定してい

ることが挙げられる。また課題としては、モデルが不在であること、ジャンルが不明確なこと、観光

優先的であることを挙げ、それらに対し、ジャンルを決定しジャンルに基づく指導法を取り入れ、学

習者に英文のモデルを参考として提示し、観光以外の日常生活も書く対象として考慮することを提案

した。

地域発信英文ライティングの授業は、各地で個別に行われているだけで、本稿のように事例を収集

して議論される機会はほとんどなく、ますます社会において英語発信能力や外国人対象の地域発信が

求められるなか、各取り組みを傭鰍し参考にできる点で、本稿のような研究は意義のあるものである。

今後の課題としては、実践事例をさらに収集し、内容を詳細に検討し、最終的にモデルとなるよう

な地域発信英文ライティングプログラムを櫛築し、実践を重ねプロトタイプを作成することである。

今回はライティングのみ取り上げたが、地域を教材として、オーラルガイドやPowerPointなどを

利用したスピーキングの授業も展開することができる。関連のリーディングなどとも絡めることによ

り、単に一つの技能だけでなく、全体的に学習者の英語使用能力を身近な地域を活用し高めることが

可能であると思われる。

いずれにしても、こうした地域を教材とする取り組みは、文部科学省の方針や外国人観光客のニー

ズ、日本の観光政策、発信型英語教育の要請に応えるものであり、地域の高等教育機関として地域社

会に貢献し、学習者の英語発信能力を養成する観点があることから、今後、大学英語教育において、

地域発信英文ライティングの取り組みが各地で展開されることが期待される。
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ExploringCommunity-BasedEnglishWritingProgramsatJapaneseUniversities
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Community-basedEnglishwritingprogramshavebeenimplementedinsomeofJapaneseuniversities・

ＳｕｃｈｐｒｏｇｒａｍｓｓｅｅｍｔｏｂｅｎｅＧｄｅｄｍｏｒｅinthatuniversitiescanassociatewithlocalcommunities，

contributetotheirdevelopmentbybrmgingfbreignvisitorsandtouriststhere，andfacilitatecross‐

culturalunderstandingsamongdifferentpeopleofdifferentcountrieswhilestudentscanenhance

Englishwritingskillsthroughtheprograms・Thepurposeofthisstudyistocollectcommunity-based

EnglishwritingprogramsatJapaneseuniversitiesthroughthelntemet,reviewingthemtoreve2Nltheir

purposes，contents,ａｎｄｔｈｅｗａｙｓｔｏｂｅｃａｒｒｉｅｄｏｕｔ,asthebackgroundofthestudyisalsｏｓｈｏｗｎ

Ｂｅｃａｕｓｅｔｈｅｒｅｈａｓｂｅｅｎｎｏｐｒｅviousstudyonthistheme,itwouldbeusefillfbrrefbrencetoallteachers

interestedinsuchactivities,ThGresultshowsthatcommunity-basedwritingprogramsareapplicableto

varloussubjects,similartoworkshops,expectedtobringaddedvaluemorethanjustEnglishleaming，

Otherresourcesarealsousedtomaketheprogramweuwork，Itissuggestedthatcommunjity-based

Engushwritingprogramsbecomewidelyadoptedtocontributetolocalcommunitydevelopmentand

leamers，Englishwritingprohciency．
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